
令和７年度岡山県地域職業訓練実施計画の策定に向けた方針

令和６年度計画に引き続き、訓練コースの内容や効果

を踏まえた受講勧奨の強化が必要。

令和６年度計画に引き続き、求人ニーズに即した効果

的な訓練内容であるかどうかの検討を行う。

令和６年度計画に引き続き、就職率向上のため、受講

希望者のニーズに沿った適切な訓練を勧奨できるよう、

ハローワーク訓練窓口職員の知識の向上や、事前説明

会・見学会の機会確保を図る。 また、訓練修了者の

就職機会の拡大に資するよう、訓練修了者歓迎求人等

の確保を推進するなどの取組推進が必要。

応募倍率が低く、
就職率が高い分野

・デジタル分野：応募倍率は低下、就職率は向上。
・介護・医療・福祉分野：応募倍率、就職率ともに向上。
・製造分野：応募倍率、就職率ともに横ばい。

デジタル分野
介護・医療・福祉分野
製造分野

応募倍率は若干低下、就職率は横ばい。
※【委託訓練】【求職者支援訓練】ともに同様の傾向。

応募倍率が高く、
就職率が低い分野

営業・販売・事務分野 応
募
倍
率

委託訓練については100％以上で推移
しているが、求職者支援訓練において
は60%台で推移しており、引き続き改
善の余地がある。

就
職
率

就職率は委託訓練については66.5%、
求職者支援訓練は45.0％で引き続き改
善の余地がある。

応
募
倍
率

すべての分野において80～90％前
後であり、引き続き改善の余地があ
る。

就
職
率

全体平均を超えており、比較的高水
準で推移。中でもデジタル分野は
62.1%から76.3%に向上。

1

求職者支援訓練のうち基礎コースについ
て計画と実績に乖離あり。
令和５年度も同様の傾向。

就労経験が少ない者等の就職困難者には、社会人としての基礎的能力を付与する基礎

コースが有効。このため令和６年度計画に引き続き基礎コースの設定を推進するとともに

実態を踏まえた計画の策定が必要。

デジタル人材が質・量とも不足、都市圏偏在が課題。 引き続き、デジタル分野への重点化を進め、一層の設定促進が必要。

協議会で情報提供された人材ニーズ
岡山県における観光客数は２年連続で増加しているが、観光業界は人手

不足感が強い。観光業界を発展させる観点からも人材育成は重要である。
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令和７年度岡山県地域職業訓練実施計画（案） 

 

令 和 ７ 年 4 月 1 日 

岡 山 県 

岡 山 労 働 局 

１ 総説 

（１）計画のねらい 

この計画は、現下の雇用失業情勢等を踏まえ、職業能力開発促進法（以下「能開

法」という。）第 16 条第 1 項の規定に基づき設置する公共職業能力開発施設におい

て実施する職業訓練（能開法第 15 条の 7 第 3 項の規定に基づき実施する職業訓練

（以下「委託訓練」という。）を含む。以下「公共職業訓練」という。）及び職業訓練

の実施等による特定求職者の就職の支援に関する法律第 4 条第 1 項の規定により厚

生労働大臣の認定を受けた職業訓練（以下「求職者支援訓練」という。）について、

計画期間中の対象者数等を明確にし、計画的な公共職業訓練及び求職者支援訓練（以

下「公的職業訓練」という。）の実施を通じて、職業の安定、労働者の地位向上等を

図るものである。 

また、公共職業能力開発施設は、本計画を実施する際に、岡山労働局、公共職業

安定所（以下「ハローワーク」という。）、岡山県等関係機関との連携を図り、効率

的かつ効果的な公共職業訓練の実施を図るものとする。 

 

（２）計画期間 

     計画期間は、令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31 日までとする。 

 

（３）計画の改定 

     この計画は、職業訓練の実施状況等を踏まえ、必要な場合には改定を行うものと

する。 

 

２ 労働市場の動向と課題等 

（１）労働市場の動向と課題 

県内では、人手不足を訴える声が続く一方で原材料費や人件費の高騰により求人

が減少しており、コロナ禍からの雇用情勢持ち直しの動きにやや弱さがみられる。 

中長期的には、少子高齢化・人口減少が進む中、県内経済の持続的な成長のため

には、多様な人材が活躍できるよう環境整備を進め、一人ひとりの労働生産性を高

めていくことが必要不可欠である。 

    女性については、出産・子育ての時期にある年齢層の就業率が低い状況にあり、

女性の活躍を促進するため、出産等でキャリアを中断した女性の再就職を支援する

ことが重要である。 

高齢者については、生涯現役社会の実現に向けて、高齢者の継続雇用の環境整備

や再就職に向けた職業能力開発を支援していく必要がある。 

障害者については、障害者の福祉施策と雇用施策との有機的な連携を図りつつ、

個々の障害者の就業ニーズに応じた職業訓練を提供し、職業の安定を図る必要があ

る。 

若年者については、長期的なキャリア形成を図り、次代を担う存在として社会で
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活躍できるよう、それぞれに応じた就職支援やキャリアアップに向けた職業能力開

発支援を進めていく必要がある。 

非正規雇用労働者については、公的職業訓練の受講を通じて職業能力の向上を図

り、安定的な雇用への移行を支援していく必要がある。 

また、就職氷河期世代を含む中高年世代については、雇用環境が厳しい時期に就

職活動を行った世代であり、様々な課題に直面している者がおり、就職氷河期世代

を含む中高年世代が抱える固有の課題（希望する就業とのギャップ、実社会での経

験不足等）や今後の人材ニーズを踏まえつつ、個々人の状況に応じた支援が求めら

れている。 

母子家庭の母等、生活保護法第 6 条第 1 項に規定する被保護者や生活困窮者につ

いては、市町村等関係機関との連携を強化した上で、職業能力開発を含めた就労支

援が必要である。 

岡山県の産業構造の特徴として、製造業のウエイトが高いことが挙げられる。基

幹的な産業であるものづくり現場を支えてきた熟練技能者及びこれに関する知識が

若年者に円滑に継承されるよう、当該現場の戦力となる人材の育成を図ることが重

要である。 

これらの課題に対応するため、ＩＴ理解・活用力を習得する訓練をはじめとする

離職者の再就職の実現に資する職業訓練を実施するとともに、地域の産業界や人材

ニーズに合致した在職者の生産性の向上等、多様な職業能力開発の機会を確保・提

供することが重要である。 

 

（２）地域における人材ニーズ 

   ・ デジタル分野で就労する若年層労働者において、年収アップを目的とした転職

を希望するケースが増加しているが、地方では賃上げニーズに対応できる企業が

多くないため、首都圏等へ流出する傾向にある。一方で、企業においてはＤＸ人

材の採用が困難なため、海外人材の採用が増加している。 

・ 岡山県における観光客数は２年連続で増加しているが、観光業界は人手不足感 

が強い。観光産業を発展させる観点からも人材育成は重要である。 

 

（３）令和５年度の職業訓練の実施状況の分析 

    「デジタル」「介護・医療・福祉」「製造」「医療事務」分野は、就職率が高く、応

募倍率が低い分野として、「営業・販売・事務」分野は、応募倍率が高く、就職率が

低い分野として分類された。 

    求職者支援訓練においては、基礎コースの受講希望者が低迷し、開講に至らない

コースが発生するなど計画と実績が乖離する結果となった。 

 

（４）令和６年度における公的職業訓練の実施状況 

令和6年 4月から令和6年 11月末現在で、県内の新規求職者は50,521人であり、

そのうち特定求職者に該当する可能性のある者の数は 22,808 人となっている。 

① 令和 6 年度の職業訓練の受講者数（令和 7 年 1 月末現在）は次のとおりである。       

【離職者訓練】 

  ・公共職業訓練    県立校        施設内訓練    83 人 

                        委託訓練     485 人 
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             ポリテクセンター   施設内訓練   257 人 

  ・求職者支援訓練     基礎コース                        13 人 

                     実践コース                         261 人 

  【学卒者訓練】 

・公共職業訓練      県立校                           52 人 

                     中国職業能力開発大学校 

                          （専門課程・応用課程）              297 人 

 

   【障害者対象訓練】 

・公共職業訓練        県立校   施設内訓練               3 人 

                 障害者委託訓練       4 人 

                     吉備職リハ                       62 人 

 

 

② 令和 6年度の職業訓練（離職者訓練）の就職率は次のとおりである。 

  ・公共職業訓練（令和 6年 9月までの修了生） 

県立校      施設内訓練   100.0％  

委託訓練    67.0％ 

               ポリテクセンター 施設内訓練  89.1％ 

  ・求職者支援訓練（令和 6年 7月までの修了生） 

               基礎コース            50.0％  

実践コース            83.3％  

 

（５）令和７年度の職業訓練の課題 

   ・ デジタル田園都市国家構想基本方針においてデジタル人材が質・量とも不足の

状況にあるとされていることを受け、ＩＴ関連の職業訓練について実施機関の確

保、訓練修了者の就職率の向上のための阻害要因を分析する等により円滑な訓練

推進を目指す必要がある。 

なお、デジタル推進人材のみならずデジタルリテラシー人材、中でも一般企業

におけるキーパーソン的な人材を育成する訓練コースの設定にも引き続き努める

必要がある 

・ 人材不足分野である介護系訓練の応募者が減少傾向にあることから、募集リー

フレットの改善や関連団体と連携を図り、業界及び仕事のやりがいの PR にも努め

る必要がある。 

・ 旅行・観光分野の訓練については、業界等のニーズを的確に把握し、効果的な

訓練の実施が可能か否か検討する必要がある。 

 

 

３ 計画期間中の公的職業訓練の実施方針 

（１）重点事項 

 求職者を対象とする職業訓練については、人材不足が深刻な分野、デジタル分野、

成長が見込まれる分野等における人材育成に重点を置きつつ実施する。 

  このため、企業の人材ニーズや離職者等の多様な就業ニーズを把握するとともに、
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引き続き、地域の関係者が連携・協力関係を強化するための連絡・協議の場を設け、

職業訓練を計画的かつ効果的に実施する。 

 

（２）留意事項 

  求職者支援訓練の基礎コースについては、実態を踏まえた計画とするが、社会人

スキルを身につけることで就職に繋がりやすくなるという基礎コースのメリットの

周知を行い、受講者ニーズについて注視していくこととする。 

 

４ 計画期間中の公的職業訓練の対象者数等 

（１）離職者に対する公的職業訓練 

  ア 離職者に対する公共職業訓練 

①  施設内訓練に係る実施規模と内容 

 ・令和 7年度においては、17 科 542 人の訓練定員を確保する。 

 ・岡山県立高等技術専門校（以下「県立専門校」という。）では、地域住民サービス

の観点から地域企業や地場産業の人材ニーズに応じた多様な分野の基礎的な訓練を

実施する。 

・独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構岡山支部（以下「機構」という。）

では、主に民間では実施をしていない「ものづくり」分野の高度な訓練を実施し、

雇用のセーフティネットとしての訓練機会を確保する。施設内訓練のうち、2 科 42

人については、企業実習と座学を一体的に組み合わせた訓練（以下「日本版デュア

ルシステム」という。）として実施するものとする。  

 

施設名 定員 

訓 練 科 

科数 訓練科名 

県立南部高等技術専門校 60 人 3 科 
造園・エクステリア科、アパレルクリエイト科、

塗装科 

県立北部高等技術専門校 70 人 3 科 
木工・デザイン科、建物設備サービス科、ケアサ

ービス科 

ポリテクセンター岡山 412 人 11 科 

ＣＡＤ・ＮＣ機械科、ＣＡＤ・ものづくりサポー

ト科、溶接技術科、電気設備技術科、ＩＣＴシス

テムサポート科、住宅リフォーム技術科 

【日本版デュアルシステム】 

金属加工技術科、電気設備技術科 

【橋渡し訓練】 

金属加工技術科、電気設備技術科、ＩＣＴシステ

ムサポート科 

合 計 542 人 17 科 

 

※就職率の目標  82.5％以上 とする。 
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② 委託訓練に係る実施規模と内容 

 ・令和 7年度は、県立専門校において 30 科 958 人の訓練定員を確保する。 

 ・設定コースは、保育、介護等の人材不足分野や事務系、情報系分野等において充

実を図るものとする。その対象者数のうち、介護福祉士 6 人、保育士 7 人、栄養士

5 人及び調理師 4 人については資格取得を支援する 1～2 年間の訓練として実施す

る。また、4コース 59 人については実践的職業能力の付与が必要な者に対する日本

版デュアルシステムとして実施するものとする。 

  また、出産・育児を理由とする離職後の再就職に向けた職業能力開発を支援する

ため、一部のコースにおいて託児サービスを提供する。 

 

施設名 定員 

訓 練 科 

科数 訓練科名 

県立南部高等技術専門校 767 人 21 科 

介護福祉士養成科、保育士養成科、調理師養成

科、栄養士養成科、パソコンワーク初級科、CAD

事務科、医科医療事務科、医科・歯科医療事務科、

経理事務科、総務・経理事務科、VBA プログラミ

ング科、VBA 基礎科、IT 技術者基礎科、IT 活用

基礎科、Web クリエイター基礎科、ファイナンシ

ャルプランナー科、不動産事務・実務科、介護サ

ービス科、介護スペシャリスト養成科 

【日本版デュアルシステム】 

デュアルシステム経理スペシャリスト科、デュ

アルシステム接客・販売スペシャリスト科 

県立北部高等技術専門校 191 人 9 科 

 

 

北部校 167 人 7 科 

介護福祉士養成科、パソコンワーク初級科、オフ

ィスワークスペシャリスト科、経理事務科、総

務・経理事務科、IT 活用基礎科、介護スペシャ

リスト養成科 

 

 

美作校 24 人 2 科 パソコンワーク初級科、医科医療事務科 

合 計 958 人 30 科 
 

※就職率の目標  75％以上 とする。 

 

イ 求職者支援訓練の対象者数等 

・令和 7 年度においては、物価高騰等が雇用に与える影響も懸念されることから、非

正規労働者や自営廃業者などの雇用保険の基本手当を受けることができない者に対す
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る雇用のセーフティネットとしての機能が果たせるよう、522 人程度に訓練機会を提

供するため、訓練認定規模 522 人を上限とする。 

・訓練内容としては、基礎的能力のみを習得する基礎コースも設定するが、基礎的能

力から実践的能力までを一括して習得する実践コースを中心とし、その割合を基礎コ

ース 20％程度、実践コース 80％程度とする。 

  ・デジタル分野、人材不足分野とされている分野・職種に重点を置くとともに、地域

における産業の動向及び求人ニーズを踏まえたものとする。 

なお、人材不足分野のうち地域ニーズ枠として介護分野を設定する。 

   

コース別 訓練認定規模 

基礎コース 

（訓練認定規模の 20％程度） 
100 人 

実践コース 

（訓練認定規模の 80％程度） 
422 人 

 
介護系 85 人 

 
医療事務系 15 人 

 
デジタル系 127 人 

 
その他 195 人 

 

・上記のうち、新規参入枠は次のとおりとする。 

基礎コース 訓練認定規模の 30％ 

実践コース 訓練認定規模の 30％ 

 

・実践コースの「介護」、「医療事務」及び「デジタル」分野において、認定コースの定

員数が認定上限値を下回った場合の余剰定員について、同一認定単位期間の「その他」

分野への振替も可とする。 

・認定コースの定員数が認定上限値を下回った場合の余剰定員及び中止になった訓練

コース分の定員について、次期以降の認定単位期間の同コース・同分野の認定上限値

を引き上げるために活用する。 

・実績枠において、認定コースの定員数が、当該実績枠の上限を下回った場合の余剰

定員について、同一認定単位期間内の新規参入枠への振替についても可とする。 

・第 4 四半期においては、余剰定員の同一認定単位期間の基礎・実践コース間の振替

についても可とする。 
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  ・認定単位期間 

岡山県においては、四半期ごとに求職者支援訓練を認定する。 

  ・求職者支援訓練の就職率の目標は雇用保険適用就職率とし、基礎コース 58％、実践

コース 63％以上とする。 

 

ウ 職業訓練の効果的な実施のための取組 

    就職率が高く、応募倍率が低い分野については、応募・受講がしやすい募集・日

程となるよう検討を行うとともに受講勧奨を強化する。 

応募倍率が高く、就職率が低い分野については、求人ニーズに即した訓練内容に

なっているか検討を行う。 

また、求職者が自身の希望に沿った適切な訓練コースを選択できるよう、支援を

行うハローワークの訓練窓口職員の知識の向上や、訓練実施施設による事前説明会

や見学会に参加できる機会の確保を図る。あわせて訓練修了者歓迎求人等の確保を

推進するとともに、事業主等に対して、訓練受講により習得することができるスキ

ル等の訓練効果を広く周知することなどにより、就職機会の拡大を図る。 

 

（２）在職者に対する公共職業訓練等 

・令和 7年度においては、213 コース 2,464 人の訓練定員を確保する。 

・県立専門校では、地域企業や地場産業の訓練ニーズに対応した訓練を実施する。 

・機構では、県や民間教育訓練機関では実施することが困難な高度な「ものづくり」

分野における技能及び知識を習得するための訓練を実施する。 

 また、ポリテクセンター岡山、中国職業能力開発大学校では、分野を問わず、人手

不足に悩む中小企業等の生産性の向上を図るための生産性向上支援訓練も実施する。

（目標計画数 890 人〔うちＤＸ対応コース 270 人、ミドルシニアコース 50 人〕） 

・事業主等に対し、在職者訓練等の受講による従業員のスキル向上及び生産性向上等

の訓練効果を広く周知し、在職者訓練等の受講促進を図る。 

 

 

施設名 定員 

訓 練 科 

ｺｰｽ数 コース 

県立南部高等技術専門校 280 人 16 回 

建築系（設備工事、電気工事、左官施工、CB 工

事、建築塗装、鋼橋塗装）、機械・金属系（アー

ク溶接）、縫製 

県立北部高等技術専門校 110 人 7 回 
 

 
北部校 90 人 6 回 建築系（電気工事、建築工事） 

 
美作校 20 人 1 回 機械・金属系（自動車点検） 
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ポリテクセンター岡山 
1,103

人 
96 回 

建築系（建築計画・設計技術）、機械設計系（機

械設計・製図・CAD 活用）、機械・金属系（機械加

工、NC加工、機械測定、溶接加工、プレス加工技

術）、電気・電子系（有接点シーケンス、PLC 制御

技術）、生産管理系（生産情報システム技術、生

産管理・人材育成） 

中国職業能力開発大学校 971 人 94 回 

機械設計系（機械設計・製図・CAD 活用）、機械・

金属系（機械加工、NC 加工、機械測定、溶接加

工、プレス加工、熱処理技術、機械保全）、電気・

電子系（電子回路設計、電気・電子測定、有接点

シーケンス、PLC 制御、空気圧制御、電気系保全、

マイコン制御、組込み関連技術）、生産管理系（生

産情報システム、画像処理・信号処理技術、品質

管理、現場改善） 

合 計 

 

2,464

人 

213 回 

 

 

（３）学卒者等に対する公共職業訓練 

・令和 7年度においては、13 科 260 人の訓練定員を確保する。 

・県立専門校では、職業に必要な基礎的な技術・知識を習得させるための訓練（高等

学校卒業者等 1年～3年間）を実施する。 

・機構中国職業能力開発大学校では、職業に必要な高度で専門的かつ応用的な技能・

知識を習得させるための訓練（高等学校卒業者等 2年または 4年間）を実施する。 

また、学卒者のみならず、社会人の入校促進を図る。 

 

施設名 定員 

訓 練 科 

科数 訓練科名 

県立南部高等技術専門校 50 人 3 科 環境設備工学科、溶接科、機械加工科 

県立北部高等技術専門校 50 人 3 科 
 

 
北部校 30 人 2 科 電気設備科、木造建築・再生科 

 
美作校 20 人 1 科 自動車整備工学科 
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中国職業能力開発大学校 160 人 7 科 
 

 

専門課程 70 人 3 科 
生産技術科、電気エネルギー制御科、電子情報技

術科 

 

応用課程 80 人 3 科 
生産機械システム技術科、生産電気システム技術

科、生産電子情報システム技術科 

 専門課程活用

型 
10 人 1 科 

【日本版デュアルシステム】 

メカトロニクス技術科 

合 計 260 人 13 科 
 

 

（４）障害者等に対する公共職業訓練 

・令和 7年度においては、11 科 101 人の訓練定員を確保する。 

・県立専門校では、障害のある人が身近な地域で多様な職業訓練を受けられるよう、

障害者の雇用促進に効果的な訓練を実施する。 

・国立吉備高原職業リハビリテーションセンターでは、広範囲の地域にわたり、一般

の公共職業能力開発施設で訓練を受けることが困難な重度障害者等に対して、その態

様に配慮した訓練を実施する。 

 

施設名 定員 

訓 練 科 

科数 訓練科名 

県立高等技術専門校 31 人 5 科  

 

施設内 美作校 10 人 1 科 総合実務科 

民間委託（２校計） 21 人 4 科 

（委託） 実践能力習得訓練コース、特別支援学

校早期訓練コース 

（特別委託） CAD/CAM 科、精密加工科 

国立吉備高原職業リハビ

リテーションセンター 
70 人 6 科 

機械製図科（機械 CAD コース）、電子機器科（電

気・電子技術・CAD コース、組立・検査コース、

製造ワークコース）、システム設計科（システム

設計・管理コース、ITビジネスコース）、経理事

務科（会計ビジネスコース）、ＯＡ事務科（OAビ

ジネスコース、オフィスワークコース）、アシス

タントワーク科（販売・物流ワークコース、サー

ビスワークコース） 
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合 計 101 人 11 科 
 

※施設内訓練の就職率の目標 70％以上、  

委託訓練の就職率の目標  55％以上 とする。 

 

５ その他、職業能力の開発及び向上促進のための取組等 

（１）公的職業訓練の周知・広報 

   関係機関が連携し、公的職業訓練の愛称・キャッチフレーズ・ロゴマークの活用及

び各種媒体を通じた周知・広報に努め、公的職業訓練の認知度向上及びさらなる活用

促進を図る。 

 

（２）職業訓練の実施に当たっての関係機関との連携 

職業訓練を効果的に実施していくためには、関係行政機関はもとより、地域の訓練

実施機関や労使団体等の幅広い理解・協力が求められる。 

また、その際、訓練カリキュラム等の見直しも含め、訓練の実施結果や地域の人材

ニーズを踏まえた改善のための不断の取組が必要であることから、岡山県地域職業能

力開発促進協議会の開催を通じ、地域の実情を踏まえた実効ある職業訓練を推進する

こととする。 

 

（３）公的職業訓練の受講生の能力及び適性に応じた公的職業訓練の実施 

 ジョブ・カードを活用したキャリアコンサルティングなど、労働者のキャリア形成に

資する情報提供及び相談援助を行い、公的職業訓練の受講者の能力及び適性に応じた

公的職業訓練を実施する。 

 このほか、公的職業訓練におけるジョブ・カードを活用したキャリアコンサルティン

グの着実な実施を図るため、関係機関とも連携を図る。 

 

（４）職業訓練受講者の就職支援 

   職業訓練受講者の就職支援においては、岡山労働局・ハローワーク、岡山県及び職

業訓練実施機関が連携し、訓練受講者の状況について情報共有を図り、一層の就職支

援に取り組む。 

 

 

（５）リカレント事業に係る協力支援 

   大学等が実施するリカレント事業について、受講対象者等を踏まえ、必要によりハ

ローワークでの周知広報に協力する。 

 

（６）地域リスキリング推進事業を実施する岡山県内の地方公共団体との連携 

   地域に必要な人材確保（中小企業、農林水産、介護等）のため、デジタル・グリー

ン等成長分野に関するリスキリングの推進に資する「➀経営者等の意識改革・理解促

進」、「②リスキリングの推進サポート等」及び「③従業員の理解促進・リスキリング

支援等」の事業を実施する岡山県内の地方公共団体と連携を図る。 

   なお、地域リスキリング推進事業の一覧については、岡山県が市町村分も含めて取

りまとめ、事業の実績とともに、本協議会において報告する。 



岡山県

施設内 委託

定員 定員 定員 定員 定員

ＩＴ分野 316 189 127

営業・販売・事務分野 505 505

医療事務分野 122 107 15

介護・医療・福祉分野 278 40 153 85

農業分野 20 20 0

旅行・観光分野 0

デザイン分野 0 0 0

製造分野 352 50 0 302

建設関連分野 60 0 60

理容・美容関連分野 0

その他分野 269 20 4 50 195

100 100

合計 2,022 130 958 412 522

（参考）
デジタル分野 528 189 212 127

※　「定員」とは、当該年度中における開講コースの定員の数。

求職者支援訓練

分 野

公
共
職
業
訓
練

（
離
職
者
向
け

）

 
 
 

＋
求
職
者
支
援
訓
練

（
実
践
コ
ー
ス

）

求職者支援訓練（基礎コース）

ハロートレーニング（離職者向け）の7年度計画

全体計画数
公共職業訓練（都道府県） 公共職業訓練

（高齢・障害・求職者支
援機構）

離職者向けの公的職業訓練の分野別の計画


